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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　Histio負brous　tumorである皮膚線維腫，隆起性皮膚

線維肉腫，悪性線維性組織球腫について，Ki・67モノク

ローナル抗体を用いた免疫組織学的検索とHow

cytometryを用いた細胞核DNA量の定量分析を施行

し，各腫瘍の臨床的悪性度と予後の指標を表すものと

して比較検討した．

　対象および方法

　1984年1月から1991年2月に東京女子医科大学皮膚

科を受診した皮膚線維腫7例，隆起性皮膚線維肉腫3

例，悪性線維性組織球腫3例の計13例を対象とした．

　まず凍結保存した摘出材料から連続切片を作製し，

アセトン固定後，3％H202にて内因性ペルオキシダー

・ゼ活性を阻止し，Ki－67マウスモノクローナル抗体

（Dianova社）を一次抗体とし，37℃で2時間反応させ

OMNITAGSキット（Lipshaw社）を用いてavidin
－biotin－peroxidase　complex法で染色後光顕的に観

察した．5～6視野を倍率200倍で撮影し，100個以上

の腫瘍細胞数の百分率の平均値をlabeling　indexとし

た．次にホルマリン固定した摘出材料から50μmのパ

ラフィン切片を作製し，脱脂，水和後，1mm3角に細切

し，ペプシン処理，メッシュ濾過して細胞浮遊液を分

取した．RNAase処理し，　propidium　iodide染色後，

How　cytometer（FACScan，　Becton　Dickinson社）

を用いて分析し，DNA量ヒストグラムを作製した．

　結果および考察

　Labeling　indexは，皮膚線維腫では平均0．04％，隆

起性皮膚線維肉腫では平均1．9％，悪性線維性組織球腫

では平均23％であった．DNA量ヒストグラムは，皮膚

線維腫，隆起性皮膚線維肉腫ではdiploid　patternを示

し，悪性線維性組織球腫では1例がdiploid　pattern，

2例がaneuploid　patternを示した．以上の結果と臨

床経過とを比較検討すると，皮膚線維腫，隆起性皮膚

線維肉腫では全摘出後いずれも再発はみられなかった

が，悪性：線維性組織球腫ではlabeling　indexが高値で，

aneuploid　patternを示した2例で再発が見られ，うち

1例は死亡した．

　以上から，これら2法の解析結果は，良性の経過を

とる皮膚線維腫，局所再発は見られるが遠隔転移の少

ない隆起性皮膚線維肉腫，しばしぼ再発，遠隔転移が

見られ死亡率の高い悪性線維性組織球腫という3者の

臨床的悪性度と相関を示すことが明らかになった．

　結論

　Ki－67モノク『一≠ル抗体による染色法と細胞核

DNA量の且ow　cytometryによる細胞動態解析の両

法ともhistio飾rous　tumorの鑑別診断，予後の判定に

有用と考えた．
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論　文　審　査　の　要　旨

　間葉系の腫瘍では，組織学的に悪性度の判定がしぼしぼ困難である．本論文は，皮膚線維腫，隆起性皮膚線

維肉腫，悪性線維性組織球腫の13例を対象として，Ki－67モノクローナル抗体を用いた免疫組織学的検索と，

How　cytometryを用いた細胞核DNA量の定量を行い，免疫組織学によるlabeling　indexはそれぞれ0．04％，

1．9％，23％であり，DNA量ヒストグラムでは，　MFHで1例diploid　pattem，2例でaneuploid　patternを

得た．以上の解析結果は，3種腫瘍の臨床的悪性度と相関を示し，これらの鑑別に有力なる診断法であること

を示唆した点で，臨床上価値ある論文である．
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